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事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年  11月  26日 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

3 8 0 0 11 

8 

前回の改善計画  

自宅での様子や体調、困りごと等を確認し、ミーティング時に伝達していく。また、伺いたい情報や分か

らない事は電話するなどして確認し、情報の共有に努める。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

訪問時や家族からの電話で状態を確認し、ミーティングで他のスタッフに伝達できた。知りたい事は家族

に電話して確認し、情報の共有に努めた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

3 8 0 0 11 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

1 10 0 0 11 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

5 6 0 0 11 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

3 8 0 0 11 

          

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

新規利用開始時に、アセスメントした内容を引継ぎ時に伝え、共有を図った。本人、家族が必要としてい

る支援を確認し、わからない事、知りたい事は、家族に確認し、その内容を職員間で情報を伝達した。 

新規利用直後は、利用者が慣れるまで関りを多く持ち、傾聴を行ない、他の利用者に紹介するなど、不安

感なく早くなじめるよう努めて、家族に対しても、相談しやすい雰囲気作りに努めた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

 

 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年 11月 26日 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重）  ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

2 8 1 0 11 

 

前回の改善計画  

気づいたことはケース記録や引き継ぎ等で共有し、本人の思いが繋がる様統一した支援を行なう。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

本人との会話の中で気づいた事等、小さなことでも「～したい」の思いをケース記録に残し引き継ぎ等で

共有し支援に繋げる様に努めた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

2 6 3   0 11 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

1 9 1    0 11 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

0 10 1 0 11 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

1 8 2    0 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

本人がどうありたいか、どのような生活がしたいか思いを汲みとり、目標を理解している。又、その目標

に合った関りを他職種で連携を図り、支援を行なっている。 

関わった時に良かった内容、悪かった内容は引き継ぎで他職員に伝え、次の対応に活かせた。 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

「～したい」に近づけるよう創作活動やレクレーション等を工夫し支援を行なっているが、認知症の方で

意思表示が難しい場合の、目標やゴールはこれで良いのか、本人の思いに繋がる様な統一した支援になって

いるか自信が持てない事がある。 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

全員がケアプランを理解し、日々気づいた事を記録し、個々の思いをチームで共有し統一した支援を行な

う。 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年  11月  28日 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 1  10    0 0 11 

 

 

前回の改善計画  

積極的にコミュニケーションを図り信頼関係を築き生活環境や生活歴等を理解する。食事についての知

識（咀嚼、嚥下、認知度や食事状況の観察等）を高めるため、勉強会や研修に参加する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

コミュニケーションを図りながら、慣れていない利用者に対しても、少しずつ信頼関係を深め、仕事（就

業歴等）や日常的な生活環境について知る事ができた。 

委員会を中心に勉強会を実施し知識の向上に努めた。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

0 4 7 0 11 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

2 8 1 0 11 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

0 10 1 0 11 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

4 7 0    0 11 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

3 8 0    0 11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

以前の暮らし方について本人家族に聞き取りし、なるべく多くの情報を把握できるよう努め、本人の状況

に合わせ、出来る所は手をかけすぎず、自立支援に努めた。 

表情や行動から本人の思いを汲みとり、その状態に合わせて寄り添い安心して過ごしてもらえるよう努

めた。 

気持ちや体調の変化に気づいた時は、他職員と情報共有し対応方法を相談し臨機応変な対応に努めた。 

 

 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

「以前の暮らし方」はコミュニケーションを図る中で、本人に聞いたり、家族から情報を得られても、10

個以上の把握は難しい。 

 
 

 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

現在の生活環境を紐解いて理解したり、本人や家族と積極的に関りを持ち、以前の暮らし方をより把握出

来るようにする。また、知り得た情報はミーティングや会議で共有していく。 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年 11月 28日 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

3 7 1 0 11 

 

前回の改善計画  

全利用者の地域担当の民生委員や、関係の深い方の情報を把握し、緊急時対応シートに記載する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

地域の関りある方を知り得た時に、その都度緊急時対応シートやフェイスシートに追加し、把握に努め

た。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

2 9 0 0 11 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

2 9 0 0 11 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

1 10 0 0 11 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

1 10 0 0 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

これまでの生活スタイルや人間関係が切れないよう、過度なサービス提供は控え、家族、介護者や地域の

方との関係を大切にした支援に努めた。 

日中訪問し生活状況や地域の社会資源（ゴミ捨てや雪かきの協力者等）を把握するよう努めた。 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年 12月 2日 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

 

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

 

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

2 9 0 0 
11 

 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

6 5 0 0 11 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

4 7 0 0 11 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

5 6 0 0 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

事業所だけではなく、地域資源を活用しながら、個々の状態に応じた柔軟なサービスを提供している。 

朝・昼・夕の職員の勤務が切り替わる時間に引き継ぎを行ない、利用者の変化や気づいた点について報告

し、パソコンや引き継ぎノートに記載し、情報の共有に努めた。 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年  12月  2日 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

0 1 4 6 11 

 

前回の改善計画  

自治体や地域包括支援センターの会議に可能な限りスタッフ全員が参加・傍聴できるように努める。 

 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

今年度はコロナ禍にあり、地域ケア会議の中止や参加制限があり、発表者 2名のみの参加となった。 

 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

2 7 2 0 11 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

2 7 2 0 11 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

1 1 0 9 11 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

0 0 0 11 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

町内会や消防団活動へ参加できている。勤務調整等、他職員の協力と理解を得られているため。 

サービス担当者会議には他サービス事業所も参加しており、連携や協働する事ができている。 

自治体や地域包括支援センターとの会議があれば毎回参加している。 

 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

新型コロナウイルス感染症により、地域活動やイベントが中止となったり参加できる職員も制限された。 

感染症対策により施設内への立ち入りを制限している為、以前の様な地域住民の来所はできなかった。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

新型コロナウイルス感染症の収束状況を見極め、会議や地域のイベントが再開されれば積極的に参加し

ていく。 

 

 

 
 

 

事⑥ 



 
 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年  12月  3日 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

1 10 0 0 11 

 

前回の改善計画  

小規模多機能型居宅介護事業所の在り方について、事業計画や各会議の資料をしっかり読み込み知識を

高める。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

事業計画や会議資料の確認及び参加する事で知識の向上を図った。 

毎月運営会議の報告は口頭にて伝達し、会議資料も回覧され目を通している。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

1 10 0 0 11 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

2 9 0 0 11 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

2 8 1 0 11 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

1 8 2 0 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

運営会議や小規模会議で事業所の在り方について意見を言う事ができている。 

利用者や家族からの意見苦情はスタッフ会議で対策を検討し、改善するよう努めている。 

運営推進会議等で地域の方からの意見や苦情も同様に対策検討し、運営に反映させている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域に必要とされる拠点となる為に昨年度まで認知症カフェや認知症サポーター養成講座を町と協力し

て開催していたが、4月以降新型コロナウイルス感染を予防するため、認知症カフェは控え、町からも認知

症サポーター養成講座の依頼はない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

新型コロナウイルス感染症の収束状況を見極め、地域とのつながりを持ち、必要とされる事業所となる為

に、認知症カフェ等の活動を再開していく。 

 

 

 

 

 
 

  

事－⑦ 



  

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年  12月 3日 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

1 4 4 2 11 

 

前回の改善計画  

自主研修や興味のある研修に、積極的に参加する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

認知症研修や内部研修に参加しスキルアップを図った。 

新型コロナウィルス感染防止に努める為、外部研修については、積極的な参加が出来なかった。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

5 6 0 0 11 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

1 4 6 0 11 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

2 0 6 3 11 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

6 5 0 0 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

各委員会、内部研修に参加しスキルアップ出来るよう努めた。 

利用者の日々の状態の変化に早く気づき、身体的及び精神的な危険を予知し、リスクマネジメントとし

て、朝の申し送りで本日のリスクを職員同士で共有し予防に努めている。 

新型コロナウイルス感染症の影響で数は少ないが、地域支援センター主催のケア会議にも参加している。 

 

 

 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

新型コロナウイルス感染症の影響で外部研修も少なく、参加についても控えていた。 

 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

新型コロナウイルス感染症の収束状況を見極め、自主研修や興味のある研修に、積極的に参加する。 

 

 

 

 

 
  

事－⑧ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 2年  12月 3日 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 小規模スタッフ 11名参加 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
 

前回の課題について取り組めましたか？ 

 

     

 

前回の改善計画  

  

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

  

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 

身体拘束をしていない 

（現在、小規模に身体拘束の対象者はいな

い） 

 

11 0 0 0 11 

② 
虐待は行われていない 

（虐待は違法であり、いかなる虐待も行わ

れていない） 

10 1 0 0 11 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

7 4 0 0 11 

④ 

必要な方に成年後見制度を活用している 

（現在、成年後見制度を活用している方は

いない） 

 

9 

2 
活用の方向で話

出ている人あり

(検討中) 

0 0 11 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

7 4 0 0 11 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

身体拘束、虐待防止の勉強会を年 3回実施し、全職員に周知徹底した。身体拘束は現状行われておらず、

虐待についての報告もない。 

個人情報は第三者の目に触れないよう鍵付きのキャビネットに保管し、適切に管理している。また、個人

情報が記載されている書類等はシュレッダーを使用し破棄している。 

写真等を広報誌やホームページに記載する際は、本人及び家族に確認を取り了承を得ている。 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 
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小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 社会福祉法人舟和会 代表者 伊藤 宏 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

 

小規模多機能型居宅介護事業所は、利用者が可能な限り住み慣れた地域で居宅生活を

継続できるよう、利用者の選択に応じて、事業所への「通い」を中心として「泊り」や

「訪問」を組み合わせ、家庭的な環境のもと日常生活上の支援や機能訓練を行います。

利用者がこれまでの地域とのつながりを保つことができる環境作りを目指します。 

 

事業所名 

 

小規模多機能型居宅 

介護事業所ほなみ 

 

管理者 田中 のぞみ 

 

出席者 
市町村職員 

知見を有する

もの 

地域住民・地

域団体 
利用者 利用者家族 

地域包括支援ｾ

ﾝﾀｰ 
近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1人 1人 4人 1人 1人 1人 0人 2人 0人 11人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

・本人では分からない事は、ご

家族へ伺う等、積極的にコミュ

ニケーションを図り、信頼関係

を築き生活環境や生活歴等を

理解する。 

・食事についての知識(咀嚼・

嚥下・認知度や食事状況の観察

など)を高めるため、勉強会や

研修に参加する。 

・以前の暮らし方については本

人、ご家族へ聞き取りしなるべく

多くの情報を把握出来る様努め、

意思表示の難しい方については、

表情や行動から本人の思いを汲み

とり、その状態に合わせて寄り添

い安心して過ごしてもらえるよう

努めた。 

・委員会を中心に勉強会を実施し

知識の向上を図った。 

・改善計画に取り組んでいるよう

なので、出来ていると思う。 

・「以前の暮らし方」を 10個以上

把握できているかという課題の

達成が難しく、取り組めていない

ため、利用者一人一人に向き合う

時間を設け、一人でも達成できる

よう取り組んで行く。また、統一

したケアが提供できるよう、職員

間で知り得た情報は共有してい

く。 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・作品展示スペースを活用し

地域に情報を発信していく。 

・今後も事業所内外の衛生管

理に努め、清潔な環境を提供す

る。 

・今年度は、新型コロナウイルス

の影響により面会、地域交流がで

きなかったが、所内作品展示スペ

ースは設置していた。広報誌や HP

で発信する事ができた。 

・今年は、新型コロナウイルス感

染防止の為、施設内に入る事が出

来ず、施設内の様子が分からなか

った。 

・新型コロナウイルス感染防止の

為、玄関が施錠されており、入り

やすくはないが、感染予防の工夫

がないとも言えない。 

・地域の方やご家族の方が入りや

すく利用者の方と触れ合えるよ

うな形がもっとあればいいと思

う。 

 

・コロナ禍において施設内に地域

の方を招くことが難しいため、施

設内での様子を知っていただけ

るよう、法人ホームページや広報

誌等を通して情報を発信してい

く。また、地域の方の作品等の展

示は継続し、地域とのつながりを

感じて頂けるような雰囲気づく

りを行っていく。 

・利用者の健康安全を守る為、職

員の感染予防（毎朝の検温・手洗

い・手指消毒・県外からの往来・

こまめな掃除・消毒など）を徹底

する。 

総－⑩ 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・令和 2年度も引き続き認知症

カフェの開催等を通して、地域

の社会資源としての役割を担

えるよう、活動の周知を図って

いく。 

・新型コロナウイルス感染防止の

為、認知症カフェの開催は出来な

かった。 

・新型コロナウイルス終息後、地

域の方と事業所で認知症カフェ

を行って行くのも良いのではな

いか。 

・今年度は、コロナ禍で地域行事

に参加する事はできなかった。ま

た、事業所内に入れず、相談しや

すい場にもなっていなかった。 

・地域の中に出て行く計画や活動

が必要なのではないか。 

・住み慣れた地域で自宅での看取

りを行いたいが、地域の医師に協

力して欲しいと依頼してほしい。 

・感染症の発生状況に応じ、感染

予防に努めながら、舟形町地域包

括支援センターと連携を図り、出

張相談会など地域に貢献できる

ような活動を行っていく。 

利用者が安心して住み慣れた地

域での生活が継続できるよう、一

人一人のニーズに応じた情報提

供ができるよう努めていく。 

 

 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・令和 2年度も、買い物や買い

物代行、通院送迎等の支援や地

域行事への参加等継続し、地域

との関わりを断ち切ることの

ないよう支援する。 

 

・馴染みの商店や理美容店への送

迎、病院への通院支援等、地域と

の関わりが継続できた。 

地域行事は新型コロナウイルス感

染防止の為、参加できなかった。 

・新型コロナウイルス感染防止の

為、地域の行事、イベントに参加

出来なかったが、送迎時に車内か

らの花見や紅葉ドライブは行え

て良かった。新型コロナウイルス

が落ち着いたら、地域住民と一緒

に畑もしたりして良いと思う。 

・今後も地域との関わりを持ち、

買い物や理美容院への外出支援、

地域行事への参加等を継続して

いく。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・令和 2年度も、認知症カフェ

を定期開催し、介護相談の場、

地域の心配な方々の相談の場

として地域住民の集いの場を

提供する。 

 

・新型コロナウイルス感染防止の

為、認知症カフェは実施できず、

地域の集いの場は提供出来なかっ

た。 

 

・認知症カフェの開催や防災訓練

など新型コロナウイルス感染防

止で中止なったが、これまでは運

営推進員と一緒に取り組んでき

た。 

・コロナ禍で事業所の様子を直に

見て頂くことが難しいため、事業

所の日常の様子を写真に撮り、地

域の代表である運営推進委員の

方に理解を深めていただけるよ

う努めていく。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・令和 2年度も、防災訓練を定

期的に開催し、有事の際にはス

タッフ全員が適切に対応でき

るよう避難場所や誘導経路の

周知に努める。 

・防災訓練は想定内容を変えて、

毎月開催した。 

８月には舟和会３施設合同避難訓

練実施。10月には総合防災訓練を

実施し、有事の際の適切な対応の

周知に努めた。 

・地域の避難訓練が不定期な事も

あり、新型コロナウイルス感染防

止の為、今年度は参加できなかっ

た。 

・役場では、ほなみでの避難訓練

について、危機管理室が参加して

いる事もあり福祉課の職員が参

加していない為、今後検討してい

きたい。 

・事業所の防災計画を事前に配布

して欲しい。 

・災害時頼りにしているのであり

・事業所が急傾斜・警戒区域に該

当しているため、地域の方々の不

安を解消できるよう、ほなみの防

災訓練や防災計画について運営

推進委員の方に情報提供すると

ともに、災害時には在宅利用者の

安否確認等で協力も必要となる

ことから舟形町福祉課との連携

を図っていく。 

 



がたい。 

・民生委員が地震発生時に（震度

5、冬期間は震度 4）翌日地域の安

否確認を行なっている。夜間は地

震になっても独居の方は寝てい

る方が多く確認できない。 

 
 

総－⑪ 


